
 

 
考考ええるる力力  感じる力 表す力 書  く 読  む 話話すす・・聞聞くく  想像する力 

 

一斉 

オリエンテーション１ 

導入・趣旨・目標設定 

オリエンテーション２ 

プレゼンテーションの基礎知識 

個別 
演 習（プレゼンテーション作成のスキル） 

ロジックツリー（ロジカルシンキング）作成 

スライドのモデル 

プレゼンテーションのシナリオ 

グループ 
プレゼンテーション作業① 

発表の対象の情報収集 

プレゼンテーション作業② 

①ロジックツリー作り 

②スライド構想 

③スライド作り 

④シナリオ作り 

一斉 

発表会・相互評価 

プレゼンテーションソフトによる発表 

評価及びまとめ 

第６時 

説明スライド（（第１・２時） 

組

番

名

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ
う
」
社
会
で
役
立
つ
プ
レ
ゼ
ン
講
座
４

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
基
礎

（
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
技
術
）

①

序

論

①

序

論

ス
ラ
イ
ド
１
（
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
）

た
だ
い
ま
か
ら
「
イ
オ
ン
で
ふ
き
掃
除
機
」
の
プ
レ
ゼ

ス
ラ
イ
ド
１
（
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
）

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
「
イ
オ
ン
で
ふ
き
掃
除
機
」
は
、
そ
の
名
の
通

り
、
イ
オ
ン
の
力
で
ま
る
で
ふ
き
掃
除
の
よ
う
に
床
が

き
れ
い
に
な
る
画
期
的
な
掃
除
機
で
す
。

ス
ラ
イ
ド
２
（
ポ
イ
ン
ト
１
・
２
・
３
）

ス
ラ
イ
ド
２
（
ポ
イ
ン
ト
１
・
２
・
３
）

こ
の
掃
除
機
の
特
徴
は
３
つ
あ
り
ま
し
て
、
１
つ
目
は

今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
「
ゴ
ミ
が
す
い
す
い
と
れ
る
」
こ

と
。
２
つ
目
は
接
触
し
て
も
「
家
具
に
や
さ
し
い
」
構
造

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
３
つ
目
は
気
に
な
る
「
排
気
が
ク

リ
ー
ン
で
や
さ
し
い
」
こ
と
で
す
。

ス
ラ
イ
ド
３
（
ポ
イ
ン
ト
１
詳
細
）

②

本

論

ス
ラ
イ
ド
３
（
ポ
イ
ン
ト
１
詳
細
）

第
１
に
「
ゴ
ミ
が
す
い
す
い
と
れ
る
」
そ
の
秘
密
は
、

ふ
り
そ
そ
ぐ
１
０
０
万
個
の
イ
オ
ン
の
力
を
使
っ
て
い
る

所
に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
床
に
く
っ
つ
い
て
い
る
ゴ
ミ
を
イ

オ
ン
の
シ
ャ
ワ
ー
で
浮
か
せ
、
そ
れ
を
高
速
回
転
す
る
帯

電
ブ
ラ
シ
に
吸
着
し
ま
す
。
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
力
で

す
ね
。
さ
ら
に
、
強
力
に
そ
れ
を
吸
い
取
る
と
い
う
画
期

的
な
機
能
を
に
よ
り
、
ま
さ
に
ふ
き
掃
除
の
よ
う
な
お
掃

除
を
実
現
し
ま
す
。
。

ス
ラ
イ
ド
４
（
ポ
イ
ン
ト
２
詳
細
）

ス
ラ
イ
ド
４
（
ポ
イ
ン
ト
２
詳
細
）

第
２
の
「
家
具
に
や
さ
し
い
」
機
能
は
、
前
ま
で
フ
ル

カ
バ
ー
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
な
ら
、
大
切
な
家
具
と
の
接
触
を
気
に
せ
ず
お
掃
除
に

専
念
で
き
ま
す
。

ド
５
（
ポ
イ
ン
ト
３
詳
細
）

ス
ラ
イ

第
３
の
「
排
気
が
ク
リ
ー
ン
で
や
さ
し
い
」
の
は
再

ス
ラ
イ
ド
５
（
ポ
イ
ン
ト
３
詳
細
）

び
イ
オ
ン
の
シ
ャ
ワ
ー
で
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
ゴ
ミ
も

帯
電
フ
ィ
ル
タ
ー
で
逃
さ
な
い
機
能
を
も
っ
て
い
る
こ

と
。
抗
菌
マ
ス
ク
と
三
面
か
ら
の
分
散
排
気
で
、
や
さ

し
い
風
を
実
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

結

論

６
（
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
）

ス
ラ
イ
ド
６
（
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
）

③
ス
ラ
イ
ド

ま
さ
に
こ
の
「
イ
オ
ン
で
ふ
き
掃
除
機
」
は
、
丁
寧

な
ふ
き
掃
除
の
よ
う
に
、
ク
リ
ー
ン
で
や
さ
し
い
お
掃

除
を
あ
な
た
に
も
た
ら
し
ま
す
。

皆
さ
ん
。
ぜ
ひ
「
イ
オ
ン
で
ふ
き
掃
除
機
」
を
お
買

い
あ
げ
く
だ
さ
い
。
こ
の
掃
除
機
で
、
あ
な
た
の
お
部

屋
は
ら
く
ら
く
ク
リ
ー
ン
！

【１枚目】 
メインタイトル 

【２枚目】 
ポイント３つ 

【３枚目】 
ポイント１詳細 

【４枚目】 
ポイント２詳細 

【５枚目】 
ポイント３詳細 

【６枚目】 
まとめ 

【 ワークシート 】 
シナリオ作り 

【生徒作品 】 
スライド 

第３～５時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中中
学学
後後  

中
学
前 

中
学
年 

高
学
年 

低
学
年 

社
会

理
科 

算
数
数
学 

生
活

道
徳

外
国
語

特
別
活
動 

総
合
的

な
学
習 

1165 

国国
語語

シナリオ記入欄 
各班の 

× 考える 話す・聞く 育成したい

国 語 力

単元名 「効果的な話し方をしよう」 

○効果的に話したり、批判的に聞いたりするための方法

やその視点を身に付け、考える力を育成します。 

 にプレゼンテーションをする内容を組み立てます。 

○過程や根拠を明らかにしながら、演繹法的、帰納法的

 出すために有効な材料を選別します。 

○多様な情報やテキストから、自分の主張や結論を導き

 

 

プレゼンテーションスライド・ワークシート等 

第２時 

 

 

国語力育成の視点 

 

第１時 

プレゼンテーション技術の必要性 

帰納・演繹によるロジックツリーの作り方 

ロジックツリーから６枚のスライドへの変換 

単元の目標 プレゼンテーションソフトを使ったスピーチのスキルを学ぶ。 

スピーチシナリオ
の原稿モデル 

◇ 結論や結果を導き出す論理的な構成や表現の妥当性について、批判的に聞き取る。 

 演繹法的、帰納法的に話す。 

◇ 多様な情報やテキストから法則や結論を導き出す課程や根拠を明らかにしながら、 

 中学校 ２年 国語科 
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